
 
 
 
 
 
 

平成20年度 

 
農薬吸入毒性評価手法確立調査（試験実施業務） 

 
ト リ ク ロ ル ホ ン の ラ ッ ト を 用 い た  

吸 入 に よ る 2 8 日 間 毒 性 試 験  

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

2009年3月23日 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 央 労 働 災 害 防 止 協 会                   

日本バイオアッセイ研究センター                   

資料１ 



(Study No. 0726) 

   
1

1. 試験方法 
 
 平成20年度農薬吸入毒性評価手法確立調査（試験実施業務）、トリクロルホンのラット

を用いた吸入による28日間毒性試験計画書（資料１－１）参照。 
 
2. 試験結果（資料１－２参照）及びまとめ 
 
トリクロルホンの暴露の結果、動物の死亡はみられず、一般状態の観察、体重及び摂餌量

の測定、血液学的検査、血液生化学的検査、リンパ球サブセットの測定、剖検観察、臓器重

量の測定及び病理組織学的検査では、トリクロルホンの毒性影響と思われる変化はみられな

かった。 
 赤血球、血漿中及び脳のアセチルコリンエステラーゼ活性の測定では、統計学的に有意な

活性の低下が、雄では血漿で全投与群、脳と赤血球で 30 mg/m3以上の群に、雌では脳と血

漿で 30 mg/m3以上の群にみられた。これらのうち、雄の 100 mg/m3群の赤血球アセチル

コリンエステラーゼ活性では、統計学的に有意で、かつ 20%以上の阻害（25%の活性低下）

がみられた。この変化を毒性影響と考え、本試験におけるトリクロルホンのラットに対する

4 週間吸入暴露による無毒性量（NOAEL）は、赤血球のアセチルコリンエステラーゼ活性

への影響をエンドポイントとして 30 mg/m3であると考えられた。 
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